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新しい小学校へ通う児童の安全対策完成！！

～国道４３１号（布崎工区）令和５年３月完成～

国道４３１号は松江市と出雲市を結ぶ幹線道路であり、布崎工区（出雲市園町地内）は一日あたり
14,000台以上の自動車交通量がある地域となっています。
そのような状況の中、令和3年４月に開校した朝陽小学校へ通う多くの児童が、狭い歩道を歩いて通

う状況であり、早急に歩行空間の安全安心を確保する必要がありました。
本事業では、歩行空間の安全安心の確保を目的として歩道の拡幅や車両用防護柵（ガードパイプな

ど）の設置を行っており、令和5年3月に本工区（Ｌ＝365m）が完成しました。
今後、本工区を利用されるすべての皆様が安心して通行されることを期待しています。

ぬのざき

箇 所：出雲市園町地内

延 長：L=３６5m

期 間：平成31年度～令和４年度

総事業費：約2.6億円

整備目的：歩行者の安全確保

工事概要：防護柵工 571m

水路工 233m

舗装工 2,300m2
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※当該事業区間前後も別事業により対策実施。
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